
 11

 
4 地域住民との協働による検討手法 

 
地域住民と行政との協働により支援策の実施を進めていくために、災害時要援護者の避難

支援の検討段階からの地域住民の参画が重要です。そこで、ここでは、地域住民との協働に

よる検討手法について整理します。表 7に示すように、協働による検討手法には、ワークシ

ョップやシンポジウム、説明会など様々なものがありますが、それぞれ検討すべき課題と支

援策の内容に応じて使い分けることが肝要です。 
これらの手法の中では、ワークショップ方式は参加者全員が主体的に議論に参加できるも

のであり、地域住民の参画による支援策の実施に特に結びつきやすいと考えられるので、そ

の実施方法について次節で述べます。 
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表
 7

 
地
域
住
民
等
と
の
協
議
手
法
例

 
協
議
手
法
の
内
容

 
参
加
者
・
対
象
者

長
 
所

 
短
 
所

 
＜

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
＞

 
進

行
役

(フ
ァ

シ
リ

テ
ー

タ
ー

)に
よ

っ
て

一
定

時
間

に
区

切
ら
れ
た
中
、
６
～
８
人
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
１
グ
ル
ー

プ
１
テ

ー
ブ
ル
で
議
論

を
行
う
。
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
進
行
役
、
補
助
員

を
配
置
し
、
参

加
者
の
意
見
を
促
す
。

 
地

域
住

民
 

災
害

時
要

援
護

者
 

関
連

機
関

の
代

表
者

 
行

政
職

員
 

 
等

 

・
 
全
員
の
意
見
が
収
集
出
来
る

 
・
 
テ

ー
マ

が
多

い
場

合
は

テ
ー

ブ
ル

毎
で

テ
ー

マ
を
変
え
て
議
論
す
る
こ
と
が
可
能

 
・
 
様

々
な

属
性

の
参

加
者

に
よ

る
多

種
多

様
な

協
議
が
可
能

 
・
 
課

題
の

抽
出

や
支

援
策

の
選

定
と

い
っ

た
意

見
の
と
り
ま
と
め
が
可
能

 
・
 
参

加
者

全
員

が
同

じ
場

を
共

有
す

る
こ

と
で

意
識
が
高
ま
る

 
・
 
浸

水
特

性
等

の
地

域
特

性
を

把
握

す
る

こ
と

が
可
能

 

・
 
参

加
者

や
グ

ル
ー

ピ
ン

グ
に

よ
っ

て
は

意
見

が
発

散
す
る
可
能
性
が
あ
る

 
・
 
意
見
が
ロ
ー
カ
ル
な
内
容
に
偏
る
こ
と
が
あ
る

 
・
 
経
験
が
あ
る
進
行
役
が
必
要

 
・
 
施

策
の

選
定

等
に

つ
い

て
は

複
数

回
の

実
施

が
望

ま
し
い

 

＜
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
＞

 
各

参
加

者
の

代
表

者
(例

え
ば

要
援

護
者

の
家

族
代

表
、

消
防

団
代

表
等

)５
人

程
度

で
パ

ネ
ラ

ー
と

し
て

議
論

し
て

頂
く

。
そ

れ
に

対
す

る
意

見
を

そ
の

他
の

参
加

者
か

ら
頂

く
。
議

論
・

意
見
の
進
行
は
司
会

(コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

)が
行
う
。

 

地
域

住
民

 
災

害
時

要
援

護
者

 
関

連
機

関
の

代
表

者
 

等
 

・
 
参

加
者

全
員

が
同

じ
場

を
共

有
す

る
こ

と
で

意
識
が
高
ま
る

 
・
 
参

加
者

の
代

表
者

が
パ

ネ
ラ

ー
と

な
る

こ
と

で
意
見
を
出
し
や
す
い
雰
囲
気
と
な
る

 
・
 
情
報
提
供
と
し
て
、
体
験
談
や
事
例
紹
介
等
の

意
識
啓
発
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る

 

・
 パ

ネ
ラ
ー
の
選
定

 
・
 
時
間
的
制
限
に
よ
り
テ
ー
マ
が
限
ら
れ
る

 
・
 
具
体
的
な
施
策
の
選
定
等
は
難
し
い

 
・
 
参
加
者
全
員
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
は
難
し
い

 

＜
説

明
会

＞
 

全
員
で
こ
れ
ま
で
の
整
理
・
調
査
結
果
等
を
進
行
役
ま
た
は
説

明
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
頂
く
。

 

地
域

住
民

 
災

害
時

要
援

護
者

 
関

連
機

関
の

代
表

者
 

等
 

・
 
参

加
者

全
員

が
同

じ
場

を
共

有
す

る
こ

と
で

意
識
が
高
ま
る

 
・
 
説

明
会

方
式

で
こ

れ
ま

で
の

検
討

会
議

の
内

容
全
体
を
説
明
・
議
論
出
来
る

 

・
 限

ら
れ
た
参
加
者
の
意
見
が
結
果
と
な
る
（
発
言
し

な
い
参
加
者
が
発
生
）

 
・
 参

加
者
全
員
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
は
難
し
い

 
・
 行

政
と

住
民

の
対

立
の

構
図

と
な

り
や

す
い

 
＜

避
難

等
の

体
験

会
＞

 
テ

ー
マ

に
沿

っ
た

形
で

参
加

者
で

体
験

的
に

避
難

行
動

(避
難

所
ま

で
を

歩
き

、
避

難
所

の
機

能
等

を
確

認
す

る
等

)を
実

施
し
、
地
域
に
お
け
る
問
題
点
や
支
援
策
を
感
想
等
で
考
え
る
。

地
域

住
民

 
関

連
機

関
の

代
表

者
 

等
 

・
 
実

際
の

体
験

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

新
た

な
課

題
や

支
援

策
の

ア
イ

デ
ア

を
出

す
こ

と
が

で
き
る

 
 

・
 こ

れ
ま
で
の
整
理
・
検
討
内
容
と
異
な
る
内
容
に
つ

い
て
の
議
論
と
な
る

 
・
 時

間
的
な
余
裕
が
必
要

 
・
 綿

密
な
計
画
が
必
要

 
・
 経

験
が
あ
る
進
行
役
が
必
要

 
・
 具

体
的
な
施
策
の
選
定
等
は
難
し
い

 
＜

フ
リ

ー
ト

ー
ク

＞
 

ひ
と

つ
の

円
を

中
心

に
し

て
決

ま
っ

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

全
員
で
進
行
役
が
発
言
を
調
整
し
、
意
見
交
換
（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

を
行
う
（
全
員
発
言
を
原
則
）
。
補
助
員
に
よ
る
意
見
の
記
録

等
が
必
要
。

 

地
域

住
民

 
災

害
時

要
援

護
者

 
関

連
機

関
の

代
表

者
 

行
政

職
員

 
等

 

・
 
参

加
者

全
員

が
同

じ
場

を
共

有
す

る
こ

と
で

意
識
が
高
ま
る

 
・

テ
ー

マ
が

限
定

さ
れ

た
り

、
意

見
が

発
散

す
る

可
能

性
が
あ
る

 
・

こ
れ

ま
で

の
整

理
・

検
討

内
容

と
異

な
る

内
容

に
つ

い
て
の
議
論
と
な
る

 

＜
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

＞
 

調
査

員
が

個
別

の
課

題
や

支
援

策
に

係
る

関
係

者
や

災
害

時
要
援
護
者
に
対
し
て
詳
細
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
う
。

 

地
域

住
民

 
(自

治
会

・
消

防
団

等
) 

災
害

時
要

援
護

者
 

関
連

機
関

の
代

表
者

 
等

 

・
 
個

別
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
詳

細
な

意
見

を
収

集
で
き
る

 
・
 
意
見
が
発
散
す
る
こ
と
は
な
い

 

・
サ
ン
プ
ル
数
に
よ
っ
て
意
見
の
偏
り
が
懸
念
さ
れ
る

 
・
時
間
、
費
用
に
よ
る
制
限
が
あ
る

 


	４　地域住民との協働による検討手法



